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本書は、現代社会の複雑化するシステムでの事故・トラブルの低減方法に対し、新たな視点

を示すものである。日常生活において、いくつかの些細なことが重なり合って、不幸にして事

故に至ることがある。システムの構成要素が多くなれば多くなるほど、重なり合いのパターン

が指数的に増加するために、不幸な事故はますます増加している。これらの一つひとつは“い

つものこと”であって、何一つ悪くない。このような事故・トラブルを防止するためには、問

題となった組合せが生じたとしても事故を起こさないように、防護壁のバリアを設けることが



重要である。本書は、この考えについて深く言及している。 

第1章、第２章では、事故とその原因の探索について、基本に立ち戻って紹介している。そ

の中で事故の原因探索のモデルとして、「連続的事故モデル」「疫学的事故モデル」「双発的

事故モデル」の３つについて、その原理と特徴について解説している。 

第３章、第４章は、本書の主要な部分であり、事故防止に関する様々なバリアについて整理

し、その働きと効果を具体例と共に紹介している。不適切なバリアを取り除く最初のステップ

は、不適切なバリアの存在を認識し、それを明確に理解することであると言及している。それ

ゆえ本書の重要な部分は、事故とリスクについて我々はどのように考えることができるのかと

いう議論であり、このことこそが現実の事故防止につながるとしている。 

第５章、第６章では、効率－完全性トレードオフ（ETTO：Efficiency-Thoroughness Trade-Off）

原則により、個人の振る舞いにある揺らぎが与えられ、複数の人が共同作業をするときに、そ

の揺らぎの組合せにより機能共鳴が発生、結果的にチームあるいは組織的なエラーにつながる

という考え方を示している。また、この機能共鳴が発生する場所を見出す手法として機能共鳴

事故モデルを紹介し、このモデルがどのように事故防止に役立ちうるのかを提案している。 

本書は、実務家の方には敷居が高い内容であるが、ヒューマンエラーやヒューマンファクタ

ーでは捉えきれない“何か”を求める読者にはインセンティブが得られるものと思われる。 


